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既存円形鋼管を対象とした
無溶接接合工法

START

仕上げ等撤去，実測

専用金物製作

既存円形鋼管の下地処理，表面処理

専用金物Ｃ設置

グラウト注入，養生

専用金物Ｓを接着剤にて設置

接着剤養生

塗装，仕上げ等復旧
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END

専用金物Ｃ設置

専用金物Ｓ接着剤塗布

接着剤養生

※表面処理は、専用金物Ｓの接着範囲のみ。

設置後塗装① 設置後塗装②

施工手順

工期目安
※SpS工法数
10ヶ所

   2日
(4人工)

    5日
(20人工)

   2日
(4人工)
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せん断力

せん断力

���工法

ボルト孔開けが不要
・既存円形鋼管を専用金物で挟みこんで
　接合します。

現場施工性を向上
・溶接跡などの不陸を残したまま施工が
　可能です。
・耐震補強部材の位置調整が容易です。

現場溶接が不要
・火気養生や残火確認が不要です。
・現場作業時間を短縮することができます。

標準仕様

接合タイプ：鉄骨枠タイプ、ブレースタイプの２種類
適用範囲　：既存円形鋼管径D　Φ89.1mm～ 318.5mm
 　  ※この他のサイズはご相談ください。

・鉄骨枠タイプ

・ブレースタイプ

適用イメージ

適用イメージ

実大試験や接着要素試験により、接合性能を確認しています。

接着要素試験実大試験（Φ89.1） 実大試験（Φ318.5）

各種試験

専用金物を用いて、
既存円形鋼管に耐震補強部材を接合する
溶接やボルト孔開けが不要な工法です。

既存柱・梁
（円形鋼管）
既存柱・梁
（円形鋼管）

既存柱・梁
（円形鋼管）
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Center

Side

専用金物Ｓ

専用金物 C

専用金物Ｓ

耐震補強部材耐震補強部材
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既存梁

補強部材 ( 鉄骨枠 )
既存柱
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既存梁

補強部材 ( ブレース )

既存鋼管

適用範囲

梁・柱
どちらでも
利用できます。

Φ89.1 ～Φ318.5
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接着耐力を最大限に発揮
接着面には剥離方向の力が生じず、引張せん断接着耐力の低下
を防ぎます。

接合部に生じる力の伝達

軸力曲げモーメント

既存柱・梁耐震補強部材

▼剥離方向の力が生じる場合

小

剥離方向の力

専用金物Ｓ

▼せん断力のみの場合

せん断力 せん断力大

専用金物Ｓ

接合イメージ図

既存円形鋼管を挟み込む

耐震補強部材

ガセットプレート

専用金物Ｓ
せん断力 /曲げモーメント

専用金物Ｓ
せん断力 /曲げモーメント

専用金物Ｃ
軸力 /曲げモーメント

接合概要

接合部は、耐震補強部材が取り付く「専用金物Ｃ」と
既存円形鋼管に接着する「専用金物Ｓ」で構成されます。
専用金物で既存円形鋼管を挟み込み、グラウトと接着
剤により接合部を一体化します。

接合部断面図

接着剤
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専用金物Ｓ

専用金物Ｓ

グラウト専用金物ＣSpS 工法

接着剤

接着面接着面

全長
L LH B2 H LS R

432 292 D+300 D+150 70 D+90

全長
L LH B1 H LS R

432 292 D+430 D+150 70 D+90

専用金物Ｃ 専用金物Ｓ
(単位：mm)

(単位：mm)
専用金物Ｓ専用金物Ｃ


